
省

令

平成年月日 水曜日 第号官 報

（
役
員
の
解
任
の
認
可
の
申
請
）

第
七
条

機
構
の
理
事
長
は
、
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
五

に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

解
任
し
よ
う
と
す
る
役
員
の
履
歴

二

解
任
し
よ
う
と
す
る
理
由

（
役
員
の
兼
職
の
承
認
の
申
請
）

第
八
条

機
構
の
役
員
は
、
法
第
三
十
五
条
た
だ
し
書
き
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第

六
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
委
託
の
認
可
の
申
請
）

第
九
条

機
構
は
、
法
第
四
十
二
条
の
規
定
す
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
七
に
よ
る
申
請
書
に
、

委
託
業
務
に
関
す
る
契
約
の
内
容
及
び
相
手
方
が
営
む
事
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
方
法
書
及
び
そ
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
十
条

機
構
は
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
八
に
よ

る
申
請
書
に
業
務
方
法
書
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
は
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
申

請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
十
一
条

法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

法
第
四
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す
る
事
項

二

法
第
四
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
拠
出
金
の
収
納
に
関
す
る
事
項

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
十
二
条

法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
十
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
定
款
の
変
更
の
認
可
申
請
）

第
十
三
条

機
構
は
、
法
第
五
十
六
条
の
規
定
す
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
一
に
よ
る
申
請
書

を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

様
式
第
１
（
第
２
条
関
係
）

使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
設
立
認
可
申
請
書

年
月

日
経
済
産
業
大
臣
殿

発
起
人
の
代
表
者
の
氏
名

印
住
所

〇
経
済
産
業
省
令
第
八
十
九
号

原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
十

六
条
第
三
項
及
び
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
使
用
済
燃
料
再
処
理
機

構
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
に
関
す
る
省
令

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
設
立
の
認
可
の
申
請
）

第
二
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
に
、
定
款
及
び
事
業
計

画
書
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
計
画
書
の
記
載
事
項
）

第
三
条

法
第
十
六
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
業
計
画
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

法
第
四
十
一
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
の
開
始
の
時
期

二

法
第
四
十
一
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
計
画
の
概
要

三

資
金
の
調
達
方
法
及
び
使
途

四

使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）の
組
織

五

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
委
員
の
任
命
の
認
可
の
申
請
）

第
四
条

機
構
の
理
事
長
は
、
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
に
よ
る

申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

任
命
し
よ
う
と
す
る
委
員
の
履
歴

二

任
命
し
よ
う
と
す
る
委
員
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
の
誓
約

イ

破
産
者
で
あ
っ
て
復
権
を
得
な
い
者

ロ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
者

三

任
命
し
よ
う
と
す
る
理
由

（
委
員
の
解
任
の
認
可
の
申
請
）

第
五
条

機
構
の
理
事
長
は
、
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
三
に
よ
る

申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

解
任
し
よ
う
と
す
る
委
員
の
履
歴

二

解
任
し
よ
う
と
す
る
理
由

（
役
員
の
任
命
の
認
可
の
申
請
）

第
六
条

機
構
の
理
事
長
は
、
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四

に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

任
命
し
よ
う
と
す
る
役
員
の
履
歴

二

任
命
し
よ
う
と
す
る
役
員
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
の
誓
約

イ

破
産
者
で
あ
っ
て
復
権
を
得
な
い
者

ロ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
者

三

任
命
し
よ
う
と
す
る
理
由


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